
 
広島司法書士会会則 

                                       

 

第１章 総 則 

 

（名 称） 

第１条 司法書士法（昭和２５年法律第１９７号。以下「法」という。）第５２条第１項の規定に

より、広島法務局の管轄区域内に事務所を有する司法書士で設立する司法書士会の名称は、広

島司法書士会とする。 

（目 的） 

第２条 広島司法書士会（以下「本会」という。）は、司法書士及び司法書士法人の使命及び職責

に鑑み、その品位を保持し、司法書士業務の改善進歩を図るため、会員の指導及び連絡に関す

る事務を行うことを目的とする。 

（事 業） 

第３条 本会は、前条に規定する目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

（１）会員の品位保持のための指導及び連絡に関する事項 

（２）会員の執務の指導及び連絡に関する事項 

（３）日本司法書士会連合会（以下「連合会」という。）が行う司法書士の登録の事務に関する事

項 

（４）法第５章の規定に基づき設立された司法書士法人の届出の事務に関する事項 

（５）業務関係法規の調査及び研究に関する事項 

（６）業務関係図書及び用品の購入のあっせん及び頒布に関する事項 

（７）福利厚生に関する事項 

（８）業務の改善に関する事項 

（９）業務のための調査に関する事項 

（10）司法書士業務賠償責任保険（以下「業務賠償責任保険」という。）及び司法書士会業務賠償

責任保険（以下「会業務賠償責任保険」という。）に関する事項 

（11）統計に関する事項 

（12）相談事業に関する事項 

（13）裁判外紛争解決手続の実施に関する事項 

（14）講演会及び講習会等の開催に関する事項 

（15）広報活動に関する事項 

（16）研修に関する事項 

（17）会員の業務に関する紛議の調停に関する事項 

（18）本会及び会員に関する情報の公開に関する事項 

（19）公共嘱託登記の受託推進及び公共嘱託登記司法書士協会への助言に関する事項 

（20）国民に対して司法書士が提供する法的サービスの拡充に関する事項 

（21）その他本会の目的を達成するために必要な事項 

（事務所の所在地） 

第４条 本会は、広島市に事務所を置く。 

 


